
令和8年2月8日（日）

津村啓介

WebサイトやSNSでも
政策や選挙中の情報、動画を配信中！

挑
戦
者

３年間の落選・浪人生活を経て、皆さまの温かいお力添えで
国会に復帰させて頂いたのは、２０２４年１１月のことでした。
以来まだ僅か１年２ヶ月。
政治空白を生む総理のサプライズ解散に大義はありませんが、
より良い政治をめざして、津村啓介は受けて立ちます。
 
この１年、日本政治は大きく動きました。
 
旧統一教会との深い癒着が国民を怒らせ、自民党は２度の
国政選挙で議席を大きく減らして、与野党が逆転。しかし、
自民党裏金問題はその後も改まらず、クリーンな政治をめざす
公明党は２６年続いた自民党との連立を解消しました。

その結果、野党が１５年間訴え続けてきた「ガソリン減税」
「給食無償化」が遂に実現。
皆さんが投票所に足を運んで投じた、大切な一票一票が今、
日本の政治を大きく変えつつあります。

新しい政治の流れを、ここで止めるわけにはいきません。

日銀出身の津村啓介は、経済の専門家。地方・女性・若者を
重点支援する景気対策が持論です。国会議員の必須科目として、
日本を守る外交・安全保障のフィールドにも携わってきました。
与党時代には内閣府政務官として、国家戦略の全体像を立案・
調整する大役を拝命し、５人の大臣を支えてまいりました。
 
今回の衆院選。津村啓介は「マニフェスト１０策」を掲げ、
日本社会の改革を訴えます。津村啓介は、挑戦者・改革者として、
次世代日本のリーダーをめざします。
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津
村
啓
介
の
熱
い
思
い

１  政治改革
企業・団体献金の廃止（政治資金規制の強化）

２  経済政策 ①
金融政策の転換で、円安（日本売り）をストップ！

３  経済政策 ②
食品消費税ゼロ（物価高対策）

４  経済政策 ③
東京一極集中の是正 （若者のUターン支援）

５  まちづくり
地域公共交通ネットワークの支援

６  外交
アメリカに「NO」と言える日本

７  未来への投資
教育・科学技術予算の増額

８  結婚制度
選択的夫婦別姓の導入
９  人間の生と死

尊厳死（安楽死）の法制化
10  皇室

女性天皇の実現（愛子さまを皇太子に）

つ
む
ら

54歳岡山県津山市生まれ
（10月27日、AB型）
東京大学法学部（政治コース）卒業、
日本銀行 入行
オックスフォード大学MBA

衆議院議員 初当選（全国5番目の年少当選）
内閣府大臣政務官（国家戦略担当）
『国会議員の仕事』（中公新書）を出版
　ー自民党  林芳正代議士との共著ー
党首選出馬、次点（旧 国民民主党代表選）

新岡山２区で衆議院選挙に当選
立憲民主党 副幹事長に就任
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ご
う

つむらけいすけ　で　けんさく

日本人を豊かにする
～経済・産業・移民～

日本人を守り抜く
～食と健康・一次産業・エネルギー～

日本人を育む
～教育・人づくり・国家観～

減税“集めて配る”より、まず

受験戦争からの解放生命線エネルギーと資源確保が

月10万円子ども一人につき

日本はまだ間に合う“NO! 移民国家”

が支える日本現場の人 安心医療で健康国家 日本はみんなの家

は人の天なり食
減税と社会保険料の削減により、国民負担率を35％に抑え、
積極財政による経済成長で国民の豊かさが持続的に高まる経
済構造を実現します。

食を守ることは国家の安全保障そのものです。食の安全を向上
させ、食料自給力を高め、国民が決して飢えることのない体制
を整えます。

0～15歳の子ども一人につき月10万円の教育給付金
を支給し、若者が子供を授かり育てたいと思える環境
をつくります。

偏差値重視の教育から脱却し、ひとりひとりの個性、
強みが正当に評価される教育へと転換します。健全な
人格を育む場にします。

日本の国力が衰える中で、国際情勢も緊迫してきました。
「ひとりひとりが日本」という意識改革を起こし、日本の
豊かさと平和を守ります。

労働力不足の解決を、安易な移民依存に委ねません。適正な人
口計画を立て、外国人労働者の受入れと外国人の土地取得を
制限します。

諸外国も見直しを進めている脱炭素政策を再構築します。再
エネ賦課金を廃止し、安く、安全で安定したエネルギーを国内
で確保します。

製造業、建設業、運送業、医療介護福祉や警察・消防・自衛官
等、現場で汗をかく方々の待遇を改善し、安心して働ける社会
をつくります。

過剰な医療や非効率な仕組みは見直しつつ、予防を重視した体
制へ転換し、子どもから高齢者まで、すべての人の健康と安心
を支えていきます。
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ひとりひとりが

参政党

とくながたまみ
プロフィール

参政党の政策は
こちらの特設サイトから！比例は とお書きください。

今、我が国は危機的な状況に直面しています。30年に渡る景気低迷。苦しくなる一方の国民生活。世界では紛争が続き、食料自給率の低下、エネルギー問題、
少子化や移民問題など、国の存亡に関わる課題は手つかずのまま。明るい未来が見えない社会情勢の中で、子供たちは受験戦争にもがき苦しみ、家族観や結
婚観という日本人らしいアイデンティティーは破壊されようとしています。この状況を解決するには、日本人のひとりひとりが立ち上がるしかありません。政治家
やテレビや新聞に任せるのではなく、ひとりひとりが日本そのものであると自覚し、考え行動する時がきたのです。「ひとりひとりが日本」未来を変えるの
はあなたの覚悟と想いです。日本はまだ間に合う。“3つの柱と9の政策 ”
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ま
み

参
政
党
公
認

倉敷市生まれ、岡山市在住の
35歳。二人の息子の母として、
仕事・子育て・地域活動に奮闘
中。保育園や中学校PTAの役
員を務めながら、参政党では選
挙カーのウグイスやSNS発信
に取り組んでいます。

令 和 8 年
2月8日執行 衆議院小選挙区選出議員選挙公報（岡山県第2区）

（
両
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）
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上
掲
載
し
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も
の
で
す
。
）
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挙
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候
補
者

【主な経歴】法務大臣・衆院内閣委員長
岡山市立宇野小・岡大附属中・岡山操山高・
東大法・米コロンビア大院卒業。東京地検
特捜部検事、外交官、慶応大講師（非常勤）
などを歴任し弁護士に。平成24年12月初
当選（当選5回）
 【家族】妻、子ども3人（長女・長男・次女）

公式HP

http://yamashita-takashi.jp

山下たかし

責
任
あ
る
積
極
財
政
で
強
い
経
済！ 

〜
物
価
高
を
乗
り
越
え
、未
来
に
希
望
を
〜

責
任
あ
る
積
極
財
政
で
成
長
投
資
。日
本
経
済
を
力
強
く
成
長
さ
せ
、一
人
ひ
と
り
の
収
入
を
着
実
に
ア
ッ
プ
。

雇
用
を
生
み
出
し
、物
価
高
に
も
負
け
な
い
強
い
家
計
を
実
現
。

● 「
責
任
あ
る
積
極
財
政
」（
税
外
収
入
や
基
金
の
活
用
で
財
源
確
保
！
）で
家
計
支
援
と
成
長
投
資

● 

A
I・医
療・コ
ン
テ
ン
ツ・造
船
な
ど
に
戦
略
的
な
投
資
の
促
進
で
日
本
経
済
を
力
強
く
成
長
さ
せ
る

● 

人
へ
の
投
資
の
促
進
に
よ
り
、賃
上
げ
と
正
規
雇
用
の
拡
大
。一人
ひ
と
り
の
豊
か
な
生
活
を
実
現
！

● 

自
衛
隊
明
記・緊
急
事
態
条
項
な
ど
令
和
に
ふ
さ
わ
し
い
憲
法
改
正
を
実
現

● 

元
特
捜
検
事
の
経
験
を
い
か
し
、政
治
改
革
を
徹
底
。地
方
の
声
を
守
る
議
員
定
数・選
挙
制
度
の
見
直
し
へ

● 

在
留
資
格
の
適
正
化
や
日
本
語
教
育
の
強
化
な
ど
、日
本
の
た
め
の「
秩
序
あ
る
外
国
人
政
策
」を
実
現

平
和
と
暮
ら
し
を
守
る
外
交
と
安
全
保
障！ 

〜
日
本
の
平
和
と
繁
栄
を
守
る
〜

日
本
の
平
和
と
繁
栄
と
暮
ら
し
を
守
る
外
交
と
安
全
保
障
体
制
を
確
立
。

国
土
強
靭
化
で
老
朽
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
、防
災・減
災
に
万
全
を
期
し
ま
す
。

地
方
を
日
本
経
済
の
エ
ン
ジ
ン
に！ 

〜「
地
域
未
来
戦
略
」で
日
本
全
体
を
活
性
化
〜

岡
山
を
モ
デ
ル
に
、地
場
産
業
の
拡
大
と
企
業
誘
致
で
地
方
に
活
気
を
取
り
戻
し
、

生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
で
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
強
い
地
方
を
創
り
ま
す
。

● 

岡
山
な
ど
の
地
方
に
大
規
模
な
投
資
を
呼
び
込
み
、交
通
網
を
整
備
し
、地
域
ご
と
の
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成

● 

地
方
の
強
み
を
活
か
し
た「
岡
山
モ
デ
ル
」の「
地
域
未
来
戦
略
」を
推
進

● 

農
林
水
産
業
の
基
盤
と
生
産
力
を
強
化
。持
続
可
能
で
生
産
者
も
消
費
者
も
納
得
す
る
価
格
で
食
料
安
全
保
障
を
確
立

全
て
の
世
代
の
安
心
と
責
任
を
果
た
す！ 

〜
誰
も
が
安
心
と
希
望
を
持
て
る
日
本
〜

誰
も
が
生
き
甲
斐・働
き
甲
斐
と
希
望
の
あ
る
社
会
に
。子
育
て
支
援
な
ど
現
役
世
代
の
負
担
軽
減
と

と
も
に
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支
え
、全
世
代
助
け
合
い
社
会
を
実
現
。

法
律
家
議
員
と
し
て
、令
和
に
ふ
さ
わ
し
い
憲
法
に
改
正
。政
治
資
金
の
透
明
化
を
実
現
し
、信
頼
の
上
に

地
方
の
声
も
反
映
さ
れ
る
選
挙
制
度
に
見
直
し
。日
本
の
た
め
の
秩
序
あ
る
外
国
人
政
策
を
実
現
し
ま
す
。

● 

賃
上
げ
促
進・税
と
社
会
保
障
改
革
で
全
世
代
の
手
取
り
増
加
と
安
心
を
両
立

● 

子
育
て・教
育
支
援
で
現
役
世
代
の
負
担
を
軽
減
し
、仕
事
と
家
庭
と
の
両
立
を
支
援

● 

責
任
あ
る
財
源
を
確
保
し
、ま
ず
は
2
年
間
食
料
品
の
消
費
税
ゼ
ロ
へ

● 

毅
然
と
し
た
戦
略
的
外
交
と
積
極
的
平
和
主
義
で
、自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋（FO

IP

）の
平
和
を
守
る

● 

サ
イ
バ
ー
攻
撃
や
ネ
ッ
ト
不
正
使
用
に
厳
格
対
応
。レ
ア
ア
ー
ス・半
導
体
な
ど
の
経
済
安
全
保
障
も
確
立

● 

国
土
強
靭
化
を
着
実
に
実
施
。交
通
網
整
備
と
老
朽
化
イ
ン
フ
ラ
更
新
を
進
め
、日
本
と
岡
山
の
防
災
力
向
上

憲
法
と
政
治
改
革
！ 

〜
私
た
ち
が
令
和
の
大
改
革
を
〜
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「岡山育ち」
唯一の地元岡山2区出身！プロフィール

減税

減税 補助

給付

給付

年収制限178万円に引上げ！

1245 3

所得税減税
「年収の壁見直し」（R8税制改正大綱）

重点支援地方交付金の拡充

子育て応援手当

ガソリン税
暫定税率廃止 電気・ガス料金

あなたと一緒に、日本を前へ

（納税者1人あたり）

消費下支え生活者支援…

食料品の物価高騰特別加算…

4人家族の場合…

1万円程度（2人/世帯）

3.2万円総額

3,000円程度（1人）

3～6万円減税

こども1人あたり ：2万円支給

1.2万円約
（1世帯/年）

7,300円約
（1世帯）2026年1～3月

18.3兆円の経済対策

約

5
つ
の
重
点
政
策

補正予算概要

高市内閣の実績

 

  

原点は平和への想い。学生時代に
広島・長崎で被爆者の痛切な訴えに
ふれ、戦争と核兵器をなくす運動に
参加。今、高市政権が、国連憲章・
国際法を踏みにじる米国トランプ政
権いいなりに大軍拡、「戦争国家」
づくりを進めることは許せません。
　非正規雇用が広がり、青年を使い
捨てにする働かせ方や「自己責任
論」がはびこってきた2000年代。
自らも「自己責任論」に苦しめられ、
「あなたは悪くない」と青年の心に
よりそい、連帯してブラック企業根
絶のために声を上げてきました。

 高市内閣は支持率こそ高いものの、一皮むけば、物価高、大軍拡など内政も外交も行き詰まりを深め、その
上「政治とカネ」・統一協会との癒着・・。こんな自民党政治を変える確かな力が日本共産党です。共同の力
で、希望のもてる新しい日本をご一緒につくりましょう。 

プロフィール  1977年生まれ。京都府立東舞鶴高校、吉
備国際大学社会学部卒。法律事務所や印刷会社など様々
な職種で働く。民主青年同盟岡山県委員長、岡山民報記
者などを歴任。現在、党県委員、岡山2区国政対策委員長。

搾
取
な
く
し
、「
人
間
の
自
由
」が
花
開
く
社
会

　人
間
は
た
だ
食
べ
て
寝
て
、
働
け
ば
い
い
と
い
う
存
在
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
搾
取
を
な
く
し
、
労
働
時
間
を
う
ん
と
短
く
す
れ
ば
、
誰
も
が
十
分

な
「
自
由
な
時
間
」
を
持
ち
、
そ
の
可
能
性
を
豊
か
に
伸
ば
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
私
た
ち
が
め
ざ
す
共
産
主
義
の
一
番
の
目
的
で
す
。
す
べ
て
の

人
間
が
「
自
由
で
全
面
的
な
発
展
」
が
可
能
と
な
る
社
会
で
す
。
日
本
共

産
党
と
い
う
名
前
は
、
こ
の
ロ
マ
ン
と
結
び
つ
い
た
も
の
で
す
。

よ

　

　え

外交ビジョン 

（薄い水色の投票用紙）

（薄い緑色の投票用紙）

（ピンク色の投票用紙）

令 和 8 年
2月8日執行 衆議院小選挙区選出議員選挙公報（岡山県第2区）
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覧
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（
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の
選
挙
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報
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候
補
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か
ら
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出
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た
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を
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も
の
で
す
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